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（2）丁寧な OJT と SV を受ける
当時、中央児相での新人ケースワーカー（児童福祉司）は私一人。配属と同時に守口市担当となり、半
















































た。司法解剖を終えた A ちゃんを母方祖父母宅に送るためである（当時、A ちゃんの母親は行方不明に





しかし、A ちゃんは帰って来ない。これが夢であってくれたらなあ」と H 課長が何度もつぶやいていた
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体障害者福祉センターである。館内には、年中使える 50 m の温水プールや車椅子バスケットなどができ
る体育館、グランド、トレーニングマシンを置いたトレーニングルームなどのスポーツ施設、200人以上
収容できる大ホール、和室、研修室、情報資料室などの文化施設がある。





























































































































































































































































































































































































































































きに出会った T 君が 30年ぶりに手紙をくれた。T 君は母親から虐待を受け、筆者は猛烈に反対する母親







その中の 1つであったが、T 君のことは筆者も強く心に残っていた。T 君からの手紙で気づかされたの
は、生きていく上での困難な課題を抱える多くの人たちにとって、僭越な言い方になるかも知れないが、
ソーシャルワーカーとの関わりがそれぞれの人たちの人生にとって極めて大きな出来事であるということ
である。膨大な数のケースを抱え、どんなに頑張っても達成感が得られず、ややもすれば「どうせこんな
仕事なんて」と投げ出したくなるかもしれないが、人生の危機的状況の中でのソーシャルワーカーとの出
会いは、親子にとって我々が考える以上に深い意味をもった重大な出来事であることを思えば、仕事の重
責とともに救いを感じないか。その後 T 君とは何度か赤のれんをくぐったが、この手紙は筆者の一生の
宝物として大切に保管している。
職員の疲弊は児相だけのものではない。市町村の窓口も児童福祉施設もいずれも脆弱な体制のもとで喘
いでいる。制度は改正の度に緻密になっていく。しかし、これを支える人材が疲弊しきっていては、制度
そのものが絵に描いた餅になってしまう。まさに「福祉は人なり」。福祉人材の大切さを改めて関係者が
共有し、そのあり方について議論が巻き起こることを念じてやまない。
─────────────────────────────────────────────────────
注）高橋重宏（2002）「児童福祉司の職務とストレスに関する研究」『日本子ども家庭総合研究所紀要第 38集（平成 13
年度）』日本子ども家庭総合研究所
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